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（
外
交
防
衛
委
員
会
）

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
を
促
進
す
る
た
め
の
枠
組
み
に
関
す
る
条
約
（
第
百
八
十
七
号
）
の
締
結
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
一
○
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
は
、
政
府
、
使
用
者
及
び
労
働
者
の
三
者
の
代
表
を
構
成
員
と
す
る
国
際
機
関
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
三
者
の
間
の
議
論
を
通
じ
、
多
く
の
国
際
労
働
基
準
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
及
び
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
）
を
設
定
し
、
労
働
者
の
労
働
条

件
及
び
職
業
環
境
の
向
上
に
貢
献
し
て
き
た
。

こ
の
条
約
は
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
関
す
る
危
害
防
止
の
文
化
の
発
展
並
び
に
国
の
段
階
で
の
計
画
的
及
び
継
続
的

な
枠
組
み
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま
る
中
、
二
○
○
六
年
（
平
成
十
八
年
）
六
月
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ

た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
第
九
十
五
回
総
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
条
約
は
、
前
文
、
本
文
十
四
箇
条
及
び
末
文
か
ら
成
り
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
定
義

１

「
国
内
政
策
」
と
は
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
国
内
政
策
を
い
う
。

２

「
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
関
す
る
国
内
制
度

（
又
は
「
国
内
制
度

）
と
は
、
国
内
政
策
並
び
に
職
業
上
の
安

」

」
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全
及
び
健
康
に
関
す
る
国
内
計
画
を
実
施
す
る
た
め
の
主
要
な
枠
組
み
を
提
供
す
る
基
盤
と
な
る
制
度
を
い
う
。

３

「
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
関
す
る
国
内
計
画

（
又
は
「
国
内
計
画

）
と
は
、
所
定
の
期
間
内
に
達
成
す
べ
き

」

」

目
的
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
の
改
善
の
た
め
に
定
め
る
措
置
の
優
先
順
位
及
び
手
段
並
び
に
進
展
を
評
価
す
る
手
段

を
含
む
国
内
計
画
を
い
う
。

二
、
目
的

こ
の
条
約
の
目
的
は
、
加
盟
国
が
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
と
協
議
し
た
上
で
国
内
政
策
、
国
内
制
度
及
び
国
内
計

画
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
職
業
上
の
負
傷
、
疾
患
及
び
死
亡
を
予
防
す
る
た
め
に
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
を
不
断
に
改

善
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
こ
と
等
に
あ
る
。

三
、
国
内
政
策

１

加
盟
国
は
、
国
内
政
策
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
か
つ
健
康
的
な
作
業
環
境
を
促
進
す
る
。

２

加
盟
国
は
、
す
べ
て
の
関
連
す
る
段
階
に
お
い
て
、
安
全
か
つ
健
康
的
な
作
業
環
境
に
つ
い
て
の
労
働
者
の
権
利
を
促

進
し
、
及
び
発
展
さ
せ
る
。

３

加
盟
国
は
、
国
内
政
策
を
定
め
る
に
当
た
り
、
職
業
上
の
危
険
性
又
は
有
害
性
を
評
価
し
、
及
び
こ
れ
に
根
本
的
に
対
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処
す
る
こ
と
等
の
基
本
原
則
を
促
進
す
る
。

四
、
国
内
制
度

１

加
盟
国
は
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
関
す
る
国
内
制
度
を
定
め
、
維
持
し
、
漸
進
的
に
発
展
さ
せ
、
及
び
定
期
的

に
検
討
す
る
。

２

国
内
制
度
に
は
、
特
に
、
法
令
、
責
任
を
有
す
る
機
関
、
監
督
制
度
等
を
含
め
る
。

、

、

（

）

、

、

３

国
内
制
度
に
は

適
当
な
場
合
に
は

三
者

政
・
労
・
使

の
間
の
諮
問
機
関

情
報
及
び
助
言
に
係
る
サ
ー
ビ
ス

訓
練
の
提
供
等
を
含
め
る
。

五
、
国
内
計
画

１

加
盟
国
は
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
関
す
る
国
内
計
画
を
定
め
、
実
施
し
、
監
視
し
、
評
価
し
、
及
び
定
期
的
に

検
討
す
る
。

２

国
内
計
画
は
、

各
国
の
安
全
及
び
健
康
に
関
す
る
危
害
防
止
の
文
化
の
発
展
を
促
進
す
る
。

（イ）

国
内
法
等
に
従
っ
て
、
か
つ
、
合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
、
職
業
上
の
危
険
性
又
は
有
害
性
を
除
去
し
、
又
は
最

（ロ）
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小
限
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
の
保
護
に
貢
献
す
る
。

国
内
の
状
況
の
分
析
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
、
及
び
検
討
さ
れ
る
。

（ハ）

目
的
、
対
象
及
び
進
展
の
指
標
を
含
む
。

（ニ）
３

国
内
計
画
は
、
広
く
公
表
す
る
も
の
と
し
、
可
能
な
範
囲
で
、
最
上
級
の
国
内
機
関
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
及
び
開
始
さ

れ
る
。


